
超伝導量子ビット・ダイヤモンド複合系におけるダーク状態の観測
Observation of dark states in a superconductor diamond quantum hybrid system
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近年、超伝導磁束量子ビットと、ＮＶ中心と呼ばれるダイヤモンド中の電子スピンとの間のコヒー

レントな結合が実現された [1,2]。この系のゼロ磁場下での分光測定では、真空ラビ分裂に対応す

る二つの共鳴線の他に、線幅の細い共鳴線が観測されることが知られている [1,2]。しかし、その

物理的起源は不明であった。我々はこの系を記述できるモデルを構築し、数値計算を行うことで

実験結果を再現した [3]。その結果、この共鳴線がＮＶ中心のダーク状態に対応していることを示

した。ダーク状態は量子力学的干渉効果により、通常は分光測定での検出はできない。興味深い

ことに、この系においては環境からのランダム磁場やダイヤモンドの歪みの存在のため、干渉効

果が完全には働かず、ダーク状態の検出が可能となっている。この成果は、ＮＶ中心のダーク状

態を超伝導磁束量子ビットに対する長寿命量子メモリーとして活用できることを示している。

図 1: 超伝導磁束量子ビットとＮＶ中心のハイブリッド系における分光測定の数値計算結果。(a)超

伝導磁束量子ビットのエネルギーバイアスとマイクロ波周波数に対して、ＳＱＵＩＤのスイッチ

確率をプロットしている。(b)エネルギーバイアスがゼロのときの (a)の断面図。
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